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  《 ３月25日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》     

  

     ＊来年度予定については、決定次第お知らせ致します。 

《
建
国
記
念
の
日
を
祝
う
会
》 

[

神
戸
会
場]

 

 
 

令
和
二
年
二
月
十
一
日(

紀
元
二
六
八

〇
年)

、 

兵
庫
県
民
会
館(

け
ん
み
ん

ホ
ー
ル)

に
お
き
ま
し
て
「
建
国
記
念
の

日
を
祝
う
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

今
回
は
、
１
８
０
名
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

と
り
わ
け
、
記
念
講
演
で
は
、
「
皇
位
継

承
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
皇
學
館
大
学

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授
、
新
田
均
氏
に

皇
位
と
民
間
の
継
承
の
違
い
を
、
「
姓

(

氏)

」
と
「
家
の
原
理
」
の
違
い
と
し
て

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
下
さ
り
、
さ
ら

に
「
皇
位
の
男
系
継
承
護
持
」
な
ど
に
つ

い
て
、
と
て
も
分
か
り
易
く
お
話
し
頂
き

ま
し
た
。
聴
き
手
に
は
深
く
問
い
か
け
ら

れ
、
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
式
典
で
は
橿
原
神
宮
遥
拝
、
皇

居
遥
拝
、
主
催
者
代
表
、
本
名
孝
至
委
員

長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
を
代
表
し
て
盛

山
正
仁
衆
議
院
議
員
、
片
山
大
介
、
加
田

裕
之
両
参
議
院
議
員
、
森
脇
保
仁
県
会
議

員
、
守
屋
隆
司
神
戸
市
会
議
員
か
ら
ご
挨

拶
を
頂
き
、
紀
元
節
の
歌
の
合
唱
、
決
議

文
採
択
が
催
行
さ
れ
第
二
部
で
は
、
兵
庫

県
民
会
館
か
ら
生
田
神
社
ま
で
、
生
田
神

社
雅
楽
会
の
道
楽
の
皆
様
方
の
演
奏
に
よ

り
、
議
員
の
先
生
方
と
、
参
加
者
の
方
々

と
一
緒
に
パ
レ
ー
ド
を
催
行
し
ま
し
た
。

日
の
丸
小
旗
、
広
報
チ
ラ
シ
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
等
を
配
布
し
兵
庫
県
民
会
館
か
ら
生
田

神
社
拝
殿
ま
で
、
パ
レ
ー
ド
を
催
行
し
、

境
内
に
て
国
歌
斉
唱
、
万
歳
三
唱
を
行
い

ま
し
た
。 
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令
和
二
年
二
月
二
日
、
兵
庫
縣
姫
路
護

國
神
社
に
お
い
て
、
建
国
記
念
の
日
を
祝

う
「
建
国
祭
」
が
清
々
し
く
行
わ
れ
た
。

そ
の
昔
、
遠
く
遥
か
な
橿
原
の
宮
で
、
神

武
天
皇
が
御
位
に
つ
か
れ
て
、
今
年
は
二

六
八
〇
年(

皇
紀)

に
な
る
。 

 

午
前
一
一
時
、
宮
司
に
よ
る
祝
詞
の
奏

上
に
合
わ
せ
て
参
列
者
全
員
が
二
礼
二

拍
。
続
い
て
社
頭
に
て
建
国
を
祝
う
式
典

が
行
わ
れ
た
。
橿
原
宮
へ
の
遥
拝
を
冒
頭

に
、
今
年
の
「
建
国
祭
」
の
実
行
委
員
長

を
つ
と
め
る
日
本
会
議
兵
庫
・
中
西
播
磨

支
部
支
部
長
が
挨
拶
に
立
つ
。
引
き
続

き
、
国
会
、
県
会
、
市
会
議
員
の
祝
辞
及

び
参
加
議
員
の
紹
介
。
締
め
に
、
「
紀
元

節
の
歌
」
を
元
音
楽
教
師
の
指
導
の
も

と
、
参
加
し
た
二
〇
〇
名
余
が
合
唱
す

る
。
肇
国
の
祝
い
と
慶
び
が
境
内
を
満
た

す
。 

 

当
日
は
晴
れ
上
が
っ
て
い
た
も
の
の
余

寒
も
あ
っ
た
。
境
内
で
供
さ
れ
る
奉
仕
団

体
の
熱
い
う
ど
ん
は
体
を
温
め
て
く
れ

た
。
ま
た
、
ケ
ー
キ
付
き
の
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
模
擬
店
が
設
け
ら
れ
、
一
時

の
憩
い
も
楽
し
ん
だ
。 

 

な
お
、
神
事
に
先
立
ち
午
前
九
時
か
ら

神
社
参
集
殿
に
お
い
て
、
ミ
ニ
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、
支
部
長
の
三
木
英
一
氏
が

「
神
武
天
皇
の
御
即
位
と
三
大
神
勅
に
つ

い
て
」
、
ま
た
、
女
性
の
会
の
山
田
ひ
ろ

子
氏
が
「
女
性
か
ら
見
た
御
皇
室
」
と
題

し
て
話
さ
れ
た
。
聴
講
者
は
七
～
八
〇
人

余
り
で
あ
っ
た
が
、
日
頃
あ
ま
り
耳
に
し

な
い
内
容
だ
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
か
、
そ
れ

ぞ
れ
、
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
き
入
っ
て
い

た
。  
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